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 3月25日時点で合計38名の

方から合計96件の情報が寄

せられました．今冬は昨年と

同じくイスカを除く5種が記録

され，各種の情報を合計する

と154件でした．今冬の特徴

は，図1に示すように，マヒワ

とハギマシコの情報が多かっ

た一方で，2008年，2009年と

ここ2年ほど記録の多かったアトリの情報が著しく少なかっ

たことです．このうち，マヒワの情報件数は，冬鳥ウォッチの

記録が多く寄せられ始めた2007年冬以降で最も多く，53件

をかぞえました．2007年や2008年は26件と27件でしたので

ほぼ2倍の多さです．地域別にみてみると，マヒワの情報は

関東地方から九州，沖縄地方にかけて広く情報が得られ

ました．このことから，情報が多くよせられた関東地方の結

果に全体が引っ張られているというわけではなく，全国的

な傾向のようです．また，何人かの方から備考欄に「今年

はマヒワが多かった」とのコメントもいただいています． 

 観察した冬鳥の群れの大きさは，いくつかの個体数のラ

ンクで報告していただいています．その内訳をみると，その

多くは100羽以下，特に20羽以下の群れが多いことがわか

ります．また，山地の林ではあまり多くないというコメントもい

ただきました．マヒワなどのように樹木の種子を主食にする

種は，その渡来状況がカラマツやモミ類の球果の結実量と

深く関わっていることが知られています．とすると，山地の

森林に食物が少なかったために，平野部や丘陵へ降りて

きたのでしょうか．2010年の秋は山地ではブナの実が不作

とのことでしたので，彼らの食物となる他の針葉樹やヤシャ

ブシなどの種子も不作だったのかもしれません．それとも

昨年の繁殖地での気象条件などが良く，繁殖成績やその

後の若鳥の生存率が良好だったのでしょうか．アトリでは2

年ほど記録の多い冬が続きましたが，マヒワではどうなので

しょうか．来年の冬は，さらに多くのマヒワが渡来し，山地の

林にも多く生息するのでしょうか．ここ数年，マヒワの渡来

状況から目が放せそうにありません．なお，さらに詳しくは

冬鳥ウォッチのホームページより，そこに掲載している報告

書（画面右上の「2010/11年冬の結果」）をご覧ください． 
 

■冬鳥ウォッチのホームページ 

http://www.bird-research.jp/1_katsudo/fuyudori/ 
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 私のフィールドの栃木県宇都宮市付近では，マヒワの群

れは11月ごろから出現し，1月に入ると市街地の小規模な

公園や人家の庭木などにも飛来しました．「みにクル」の調

査地のひとつ宇都宮市の中央公園では，散策路の周りの

地上に群れていたため，ウォーキング中の人たちもしばし

足をとめて，この小鳥たちを眺めていました． 

 

■「みにクル」調査の予定や結果こちら． 

http://www.bird-research.jp/1_minikuru/ 

 月日の経つのは早いもの．今年もツバメが飛び交い，鳥

たちの子育ての季節になりました．寒い冬の間，私たちを

楽しませてくれた冬鳥たちも，北の地へ旅立っていきまし

た．2010年の冬は，鳥たちにとってどんな冬だったのでしょ

うか．冬鳥たちの今冬の渡来状況を，冬鳥ウォッチから簡

単に紹介しましょう． 

2010年冬鳥ウォッチ速報 

 2010年はマヒワの冬！！  
平野敏明  
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群れが小さかった2010年の冬鳥  

写真1．サルスベリの実に群れる

マヒワ．[ Photo by 大塚啓子 ] 
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分布： 

 沖縄島北部の亜熱帯照葉樹林が広がる通称やんばる地

域に１個体群が分布するのみである．かつては，沖縄島中

部付近まで分布し，少なくとも第二次世界大戦前には名護

岳まで分布していたと考えられている．しかし，戦災や戦後

復興に伴う森林の乱伐，本土復帰以降の開発などにより，

昭和時代の全般にわたって大きく分布域が縮小した．現

在の繁殖分布域は大宜味村塩屋と東村平良を結ぶいわ

ゆるＳＴライン以北に限られる．  
 

生息環境： 

 やんばる地域の与那覇岳や西

銘岳，伊部岳などの脊梁部に残

されたイタジイ（スダジイ）の優占

する林齢40年以上の照葉樹林

が主要な生息地である（写真2）．

近年は，主要な生息地以外の二次林や，マツ材線虫病の

被害を受けたリュウキュウマツ林など，多様な環境での営

巣が確認されるようになってきている．  

分布と生息環境 ２. 

分類： キツツキ目 キツツキ科  

 ノグチゲラは，長く1属1種のノグチゲラ（Sapheopipo）属に

分類されてきたが，近年行われた分子系統解析の結果，ア

カゲラ（Dendrocopos）属とするよう提案されている（Winkler 

et al. 2005）．ここでは，この説を支持しアカゲラ属とする． 
 

全長： 約30cm  

自然翼長： ♂154.9mm(149.0-160.0)N=44 ♀154.3mm(141.0-162.0)N=70 

尾長： ♂106.4mm(94.0-113.0)N=34 ♀108.8mm(99.0-116.0)N=62 

露出嘴峰長：♂38.3mm(29.4-43.0)N=44 ♀35.7mm(27.8-40.1)N=69 

ふ蹠長 ： ♂29.7mm(28.4-30.9)N=43 ♀29.3mm(27.5-31.2)N=68 

体重： ♂145.0g(133.0-162.0)N=38 ♀135.2g(116.0-150.0)N=44 

※ 尾崎（2011）H22年度 ノグチゲラ生態調査総括報告書より２歳以上の成

鳥の計測値を抜粋 
 

羽色： 

 暗い森の中では全身茶褐色に見えるが，明るい場所で

は下腹部や下尾筒の赤い羽毛が鮮やかである（写真1）．

また，飛翔時には風切羽に白斑が目

立つ．雌雄ほぼ同色であるが，オス

の頭頂は赤色で，メスは黒褐色であ

る．メスでも後頭部や側頭部に赤色

の羽毛がみられることがあり，オスと

見間違えることがある．幼鳥の頭頂

は，雌雄共に赤色である（写真1）．ノ

グチゲラと同所的に生息するキツツ

キはコゲラのみのため，見間違えるこ

とはまずない． 
 

鳴き声：  

  キョッ，フィッ，フィチッなどと鳴く．

警戒時やなわばり争い時にはギュル

ルッと激しく鳴く．雌雄ともにドラミング

を行うが，その頻度はメスで高い．  

ノグチゲラ  英：Okinawa Woodpecker  学：Dendrocopos noguchii       
Bird Research News Vol.8 No.4 2011.4.21. 

 

繁殖システム： 

 一夫一妻制で年１回繁殖する．雌雄共に一歳から繁殖

可能である．つがいの絆は強いと考えられ，10年連続でつ

がいを維持したと考えられるペアが１例観察されている．ま

た，前年のつがい相手の生存が確認されている状況での

つがい相手の変更（離婚）は観察されていない．なわばり

争いは基本的に同性同士で行われ，雌雄間の争いはほと

んど観察されない．自分のつがい相手が争っている場に

居合わせても，異性の争いに加わることはほとんど無い． 
 

巣： 

 胸高直径約20cm以上のイタジイなどの心材腐朽した生

立木や枯死木に営巣する．胸高直径30cm前後，巣高3～

9mの営巣例が多い．巣穴入り口の直径は6～7cm程度で

やや縦長の楕円形，深さは30～50cmまでの巣が多い．造

巣行動は3～4月ごろに頻繁に観察されるが，11月頃から

翌年繁殖するための巣穴を掘りはじめることがある．ほぼ

毎年新しい巣穴を繁殖のために掘るが，古巣を再利用す

ることもある．定住性が高く，同一個体の前年から翌年まで

の巣木間の距離の平均は約100mであった．1999年３月の

標識後2010年まで連続して12年営巣が観察されたオスの

場合，約3.5haの範囲に全ての営巣木が分布していた．12

回の営巣は9本の営巣木で行われ，2回利用された営巣木

と3回利用された営巣木がそれぞれ１本ずつあった． 

 ノグチゲラの古巣は，自ら巣穴を掘ることの出来ない二次

樹洞利用種にとって重要な資源となっている．リュウキュウ

コノハズクやシジュウカラなどの他に，外来種であるセイヨ

ウミツバチのコロニーとして利用される場合がある．  
 

卵，抱卵期間： 

 巣立ちヒナ数が1～3羽の場合が多いことから，産卵数も

同程度の数と考えられてきたが，巣内観察により2～5卵で

あることが明らかとなっている．4

卵が最も多く，最大5卵が記録さ

れている（写真3）．白色無斑の卵

を1日1卵産む．抱卵期間は11日

前後．他のキツツキ類と同様に，

夜間の抱卵はオスが行う．  
 

育雛期間，巣立ち率： 

 育雛期間は約4週間，巣立ち率

は約90%，巣立ちヒナ数は2羽が

最も多く（写真4），最多は4羽の

記録がある．繁殖失敗の要因とし

て，アカマタなどのヘビ類やハシ

ブトガラスによる捕食，巣内への

雨水の浸入，営巣中の巣木の倒

壊などが記録されている．  
 

ねぐら： 

 営巣に利用された古巣をねぐら穴として利用することが

多いが，イスノキの自然樹洞や，樹幹などの樹洞外でのね

ぐら入りの観察例もある．  

生活史 ３. 
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12月

繁殖期 非繁殖期

分類と形態 １. 

2 

写真3．5卵が確認された巣．  

写真4．巣内ヒナ． 

写真１．成鳥メス（上）

と巣立ち間近のヒナ． 

写真2． やんばるの森（国頭

村５月撮影）． 



 雑食性．巣内ヒナには，比較的

大きな餌を一つずつ運んでくるこ

とが多い．餌種の同定が比較的

容易なことから，ヒナへの給餌内

容については良く調べられてお

り，木の中に潜むカミキリムシなど

の幼虫が多い（写真5）．また，雌

雄で給餌内容が異なることが知ら

れ，オスでは，セミの幼虫やキムラグモなど，地中に潜む節

足動物を主要な餌として給餌することが記録されている． 

 ヒナに運ぶ餌は大きな餌であることがほとんどだが，成鳥

自身は，シロアリやアリなどの小さな餌も利用することが，

糞の分析から明らかとなっている．亜熱帯の森林ではシロ

アリのバイオマスは膨大であると考えられ，シロアリを餌資

源として利用できることは，島環境であるやんばるの限られ

た面積の森で生き抜く上で重要なことだと考えられる．この

他，四季折々の植物質の餌を利用し，タブノキ，ヤマモ

モ，イチゴ類などの果実，イヌビワをはじめとするイチジク

類，アカメガシワやハゼノキなどの実，イタジイやマテバシ

イなどのドングリを採餌することが記録されている． 

写真5．カミキリムシの幼虫

を巣に運んできたところ． 

 北海道の都市緑地でのアカゲラ研究で学位をとり，さて

どうしようかと考えていたところ，1999年3月にノグチゲラの

標識調査に参加させてもらいました．ノグチゲラに最初に

触れたとき，アカゲラの仲間では？と感じ，嘴の形態や，給

餌行動から，アオゲラ属のキツツキとは縁遠いだろうと考え

ました．後に行われた分子系

統解析では，ノグチゲラはアカ

ゲラやオオアカゲラに近縁であ

ると言って良い結果が得られま

した．今後，アジアのアカゲラ

属のキツツキたちとの系統関係

を明らかにし，ノグチゲラの由

来に迫りたいと考えています． 

 ノグチゲラは，「木つつき」ばかりでなく地面に降りて土を

つつき，地中の餌を掘り出して食べる．地上採餌するキツ

ツキ種は多く報告されているが，それらの種は，主にアリ類

を主要な餌としており，嘴長の３倍近くある舌を持つなど，

アリ類の捕食に適応した種であることが多い．土を掘って

セミの幼虫や地中性のクモを主要な餌として利用するキツ

ツキは，ノグチゲラ以外に報告されていない．このユニーク

な「地つつき」行動と「木つつき」を駆使することで，ノグチ

ゲラは地中から樹皮下に潜む虫までを餌として利用するこ

とができ，面積の限られた「やんばるの森」でこれまで生き

残ることができたと考えている．「地つつき」行動は，従来，

捕食者となる哺乳動物がこの島に生息しなかったために進

化したと考えられる．しかし，約100年前，ネズミやハブ咬傷

対策のために，主に沖縄島の南部に持ち込まれたマン

グースが，1990年代にはその分布域を沖縄島最北部の

「やんばるの森」にまで広げ，外来種対策によって捕獲さ

れたマングースの胃内容からは，ノグチゲラの羽が見つか

るようになっている．ノグチゲラが「やんばるの森」で暮らし

続けるためには，巣穴を掘るための大径木がある森林を残

すことと共に，安全な地上の採餌環境を維持することが重

要である．このため，飛べない鳥であるヤンバルクイナに限

らず，飛ぶことができるノグチゲラにとっても，やんばる地域

からのマングースの早期排除が大変重要である． 

 生態図鑑 
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特別天然記念物や，国内希少種に指定されており，環境

省による保護増殖事業の対象種ともなっている．ノグチゲ

ラ研究のさきがけである故池原貞雄先生の郷里，沖縄県

東村の村議会が，2010年，営巣地への立ち入り制限など

を盛り込んだ「ノグチゲラ保護条例」を可決した．こうした取

り組みを通じて，将来的には戦前の分布域である名護岳ま

でノグチゲラの繁殖分布域が回復することを願っている． 

興味深い生態や行動，保護上の課題 ５. 

● 地上採餌と外来種問題  

 ノグチゲラは，沖縄県の県鳥や，東村の村鳥に指定さ

れ，沖縄の自然の象徴とも言える鳥である．現在は，国の

● 人の暮らしとの関わり   
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 約3万羽のカワウが生息している琵琶湖ですが，一年中

そこにいるわけではありません．10月ごろから目に見えて

個体数が減りはじめ，冬の間は1000羽程度になることが知

られています．千葉県の行徳野鳥観察舎や埼玉県の武蔵

丘陵森林公園，愛知県の弥富野鳥園，兵庫県の昆陽池，

島根県の中海など観察施設がある所や，調査意識の高い

団体や個人がいるところのカワウのコロニーでは，毎月の

カワウの個体数が調査されていて，その季節的な変化がわ

かってきています．しかし，琵琶湖ではこうした調査が行な

われておらず，季節的な変化がつかめていません．関東

では，3月ごろには多くのカワウが内陸から沿岸に集結しま

す．カワウの繁殖のピークもちょうどこのころですし，アユの

被害が顕著になるのも3～5月です．この時期のカワウの動

向を把握することは，保護管理をする上でとても重要に

なってきます．関東とは状況が違うかもしれませんが，琵琶

湖にカワウが集まってくるのがいつごろなのか，以前から気

になっていました．そこで，今年の3月末に思い切って琵琶

湖のカワウの個体数を調査しに行ってきました． 

 調査はいつも現地でカワウを調査しているイーグレット・

オフィスに協力してもらい，29日に伊崎半島のコロニーを，

30日に竹生島のコロニーを調査しました．どちらもすでに

繁殖が始まっていましたが，まだまだ数は少なく，伊崎半

島が2341羽536巣，竹生島が対岸の葛籠尾崎と合わせて

1900羽376巣でした．また，成鳥と若鳥の比率を調査して

みたところ，伊崎半島は89.9％が成鳥羽，竹生島と葛籠尾

崎は98.3％が成鳥羽でした．今回の調査結果から，成鳥

の方が早く琵琶湖に集まり，3月からすでに繁殖が始まっ

ていること，個体数

は3月中はまだあま

り増加していないこ

とがわかりました．今

後は，カワウの季節

的な移動の時期が

琵琶湖だけでなく，

東海・近畿地方全体

の内水面漁業にどう

いう影響を与えてい

るのか，調べていき

たいと思います．  

環境や地形とともに，鳥類を観察，記録しました．ウミネコ

やユリカモメなどのカモメ類やトビ，ハシブトガラス，ヒドリガ

モ，カルガモが比較的多くいました．ヒバリやカワラヒワなど

もいましたが小鳥類は少ないと感じました． 

シギ・チドリ類では，シロチドリ，メダイチドリ，オオメダイチ

ドリ，ムナグロ，キアシシギが記録されました．全部合わせ

て15羽ほど．個体数はかなり少ないですが，季節になれば

渡り鳥は渡来して来るものだと思いました．餌が少なそうな

ので，滞在する期間は短いと

考えられます．餌の状況など，

生息・繁殖する環境が整うの

には，まだ長い時間がかかる

のかもしれません．今後も地元

の方々のモニタリングを応援し

ていきたいと考えています． 

仙台市内は平静を取り戻しつつありましたが，沿岸部の

調査サイトに向かうにつれて，被災の状況は凄まじく，１か

月以上経た今も破壊された家や車が大量に野ざらしに

なっていました．検問を通過して干潟に入ると，ヨシ原の植

生が流されていて，マツもなぎ倒されていました．海と潟湖

を分けていた砂丘が低

く途切れており，潟湖干

潟だった蒲生干潟が，

前浜干潟のようになっ

ています．表層土壌も

流れているため，全体

が砂浜になっていまし

た．沿岸には仙台港か

ら流されてきたと思われ

る海上コンテナが打ち

活動報告 
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活動報告 

バードリサーチが事務局を務めるモニタリングサイト1000

のシギ・チドリ類調査には，3月11日の大震災と津波により

大きな被害を受けた太平洋岸の調査地がいくつかありま

す．そのうちの一つ宮城県の蒲生干潟で，蒲生を守る会の

皆さんと一緒に，4月17日大潮の日に調査してきました． 

上がっており，他にも多くの

漂流物や，流出したアスファ

ルトが見受けられました． 

調査は，干潟の北側から

入り，砂浜を歩いて，海側か

ら堤防に登りました．日本で

2番目に低い山だった日和

山があった場所は，大きくえ

ぐれて池のようになり，山は

無くなっていました． 
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写真１． 昨年秋調査時の蒲生干潟．ヨシ

原が発達し，奥にマツ林が見え

る．(2010年9月4日撮影） 

蒲生干潟の調査に参加してきました！ 
 

守屋年史  

写真２．今回調査時の蒲生干潟．植

生は消失し，砂が流れこん

で地形が変化していた．

(2011年4月18日撮影） 

 

蒲生干潟の震災後  水鳥の様子  

琵琶湖のカワウいつから増えるの？  
 

高木憲太郎 加藤ななえ  

3月末 琵琶湖のカワウはまだ4241羽  

 

写真３．観察されたシロチドリ． 

 

写真． 竹生島の調査は船から行いました．

風が強く，揺れて回って流される船の

上からの調査はちょっと大変でした． 

 



 今年は関東など一部の地域でツグミの飛来が多かったと

すると，その原因としては，繁殖成績がよかったり，死亡率

が低かったりして，ツグミの数自体が多かった可能性と，山

のあるいは北の地域の木の実が少なく，例年そこで越冬す

るツグミが大きな群れで現れ，それがさらに南下して行った

可能性が考えられます． 

 繁殖地の状況は良くわかりませんし，ツグミが食べるよう

な果実の豊凶の状況は情報もないのですが，ブナの豊凶

の状況は調べられています．今年のブナの結実は，森林

総合研究所のデータベースによると，凶作だったようです．

冬鳥ウォッチの結果でも今年はマヒワが低地で見られてい

るので，木の実のなりが悪く，一時的に群れが飛来した可

能性もあるかもしれません．そして，海があってそれ以上南

に行くことの難しい南日本の記録が冬を通して多かったと

いうのもそれを支持しているようにも感じます． 
 

■ブナ等広葉樹の広域結実調査森林総合研究所のデータベースより 
http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/tanedas/index.html 

 久々の研究集会を富士山山中湖で開催します．今回は

合宿形式の泊りがけで，長期的な定点モニタリングの結果

の分析方法をテーマに行ないます．参加するために統計

の知識は必要ありません．観察記録がたまってるけど，どう

やってまとめたらいいのか悩んでいる方に最適の講座で

す．ぜひご参加ください．  

Bird Research News Vol.8 No.4 2011.4.21. 

参加型調査 

5 

 

バードリサーチニュース  ２０１１年４月号 Vol.8 No.4          2011年4月21日発行 
 

発行元： 特定非営利活動法人 バードリサーチ 

      〒183-0034 東京都府中市住吉町１－２９－９ 
 TEL & FAX 042-401-8661 

 E-mail： br@bird-research.jp       URL： http://www.bird-research.jp  
 

発行者： 植田睦之                   編集者： 高木憲太郎 表紙の写真： メジロ 

バードリサーチ 2011研究集会 ＜モニタリング調査解析編＞ 
 

期  日： ２０１１年 ５月２１日（土）～ ５月２２日（日）  

会  場： 山中湖情報創造館  

参 加 費： １２,０００～１４,０００円（宿泊費，懇親会費含む）  
 

詳細や参加申し込みの方法は下記のページをご覧ください． 

なお，会場の都合で先着30名様までです． 

http://www.bird-research.jp/1_event/11taikai.html 

研究集会 in 山中湖！！  

 ツグミの情報をお送りいただきありがとうございました．関

東の情報が圧倒的に多いのですが，合計で33件の情報が

あつまりました．その結果を集計してみると，関東地方につ

いては，「今年の飛来数が多かった」という情報が90％を占

めました（図１）．九州，沖

縄地方も情報件数は３例

と少ないもののそのすべ

てが多かったという情報で

した．しかし，関西から中

四国にかけての地域では

多 か っ た と い う 情 報 は

20％に留まりました．関東

以外は情報件数が少ない

ので断言できませんが，

今年のツグミの多寡には

地域差があったようです． 

 また，冬を通して多かっ

たかというとそうではない

ようです．60％は一時的

にツグミが多くなったとい

う情報でした．時期を見て

みると．関東は12月中下

旬に多かった場所が多

く，厳冬期になる前までに

大きな群れが現れ，その

後どこかに移動してしまっ

たようです． 

地域により違ったこの冬のツグミ 

 
植田睦之  
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図1． ツグミの報告地点と2010年の

飛来数が平年よりも多かったと

する回答の割合． 

図2． ツグミが一時的に多かった場合

の多かった時期（件数）． 

 

 山のあるいは北の地域の木の実が少なく，食物を求めて

南下したという仮説の検討のためには，情報の少ない関東

以外の地域の記録が欠かせません．もし情報をお持ちで，

まだ情報をいただけていない方は，下記の送信フォームよ

り情報をお寄せください． 

 さらに今後，定期的に情報を集めていくことで，ツグミの

越冬状況の変化とその原因が見えてくるかもしれません．

引き続きのご協力もお願いいたします． 
 

■ツグミ越冬状況 調査結果送信フォーム 
http://www.bird-research.jp/1/tsugumi.html 

一部地域でツグミが多かったのはなぜ？  

調査にご協力ください！  

お知らせ 

http://www.ffpri.affrc.go.jp/labs/tanedas/index.html
http://www.bird-research.jp/1/tsugumi.html
http://www.bird-research.jp/1_event/11taikai.html
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